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１．概要（Summary） 

近年感染症の水際対策や予防医療のためにオンサイ

ト生体分子測定が求められている。生体分子の測定方法

の一つに蛍光色素を用いた蛍光計測がある。しかし蛍光

計測装置は大型であり、オンサイト計測には適していない。

先行研究では SiN膜を蒸着させたガラス基板上に、周期

的に円孔を配置したフォトニック結晶（以下 PC）を利用す

ることで蛍光検出部位を小型化し、微量のDNAサンプル

の計測を行った。本研究では円孔の大きさや格子定数を

最適化し、生体分子のオンサイト計測に適した蛍光計測

デバイスを開発する。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

電子ビーム露光装置、走査型電子顕微鏡、プラズマ

CVD 装置、電子ビーム露光データ加工ソフトウェ

ア 

【実験方法】 

(1)ナノプラットフォーム 

ガラス基板上に SiN膜を蒸着し、OAPをスピンコート 

する。その後、レジスト ZEP520を塗布、Fig. 1に示す

ようなパターンをそれぞれ 300μm 四方に露光する。露

光後 SiN膜をパターン形状にエッチングする。 

 

Fig. 1 Pattern of the exposure 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

  Fig. 2 に露光した各 PC 領域の SEM 画像を示す。ま

た Fig. 3にパターン 1,2,3,4のスペクトルの比較、Fig. 4

にパターン 1,5,6,7,8のスペクトルの比較を示す。 

 

Fig. 2 SEM micrograph of PC areas 

 

Fig.3 Spectrums of 1234  Fig.4 Spectrums of 15678 

 

Fig. 2からパターン通りに露光されていることが分かる。ま

た、Fig. 3から円孔径を大きくすることで高強度となる事が

わかる。また、Fig. 4から10nm程度の格子定数の変化は



スペクトルピークに影響を及ぼさないことがわかった。 
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